別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：警察費　項：警察活動費　目：刑事警察費
	事業名:　地域安全活動対策費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　警察本部　生活安全部　生活安全総務課　電話番号：058-271-2424（内3011）

　　　　　　E-mail：c18879@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：2,988千円（前年度予算額：2,999千円）

	事業内容


	１　事業の内容


（1） 街頭犯罪等抑止総合対策事業

ＳＯＳネットワーク（所在不明高齢者用）及び子ども緊急通報装置の維持管理

（2） 地域安全巡回指導教育対策事業

県下の幼稚園等を巡回し、参加・体験型教育により、子どもの安全を確保する。

（3） 安全・安心ステーション事業

防犯ボランティア団体に対する活動支援により、活性化を図る。

	２　所要経費


（１）街頭犯罪等抑止総合対策事業　　　　　307千円
（２）地域安全巡回指導教育対策事業　　　2,292千円

（３）安全・安心ステーション事業　　　　　389千円

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり

４　犯罪や暴力、事故のない地域をつくる
· 地域防犯活動を強化する
	２　これまでの取組状況


（1） 街頭犯罪等抑止総合対策事業
高齢者や子どもの安全対策として、所在不明となった高齢者の情報を求めるＳＯ
Ｓネットワークや、子ども緊急通報装置を運用している。
（2） 地域安全巡回指導教育対策事業

県下の小学校、幼稚園、保育園を巡回して、参加体験型教育を実施している。

（3） 安全・安心ステーション事業

防犯ボランティア団体に対する活動の支援を行い、活性化を図っている。

	３　これまでの取組に対する評価


（1） 街頭犯罪等抑止総合対策事業
子ども、高齢者対策の推進により、犯罪の抑止効果、安心感の醸成につながって

いる。

（2） 地域安全巡回指導教育対策事業

「参加体験型教育は、子どもにも理解しやすく、防犯意識が高まった」と高い評

価を得ている。

（3） 安全・安心ステーション事業

一定の地域を安全・安心ステーションに指定したことで、犯罪が減少するなど、

防犯ボランティア活動の成果が認められる。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	2,999
	1,211
	
	
	
	
	
	
	1,788

	要求額
	 2,988
	1,162
	
	
	
	
	
	
	1,826

	決定額
	2,988
	1,162
	
	
	
	
	
	
	1,826








